
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12月 の 行 事 予 定  

日 曜 主な行事予定 16 水 ５時間授業(職員会議のため) 

１ 火 委員会活動 囲碁教室(５，６) 17 木 ５時間授業 個人面談 

２ 水 校外学習（６） 18 金 ５時間授業 個人面談 スマイル教室指導終 

３ 木  19 土 土曜授業日(４時間授業) 個人面談 

４ 金 学校評価アンケート提出〆切 20 日  

５ 土  21 月 全校朝会 縦割り班活動 個人面談 

６ 日  22 火 囲碁教室(５，６)  個人面談 

７ 月 全校朝会 23 水 そろばん教室（３） 

８ 火 クラブ活動 囲碁教室(5，6) 能楽教室（6） 24 木 そろばん教室（３） 

９ 水 ボッチャ出前授業(５，６) 25 金 ５時間授業 終業式 給食終  

10 木 安全指導日  26 土 冬季休業日始 

11 金  27 日  

12 土 土曜授業日(３時間授業) 28 月  

13 日  29 火  

14 月 全校朝会 30 水  

15 火 避難訓練 囲碁教室(５，６) 31 木  

中央区立明石小学校 

〒104-0044 中央区明石町 1-15 

電話：03(35418335) 

学校だより 令和２年１２月号                       2020.11.26 

明石だより 

待つことの大切さ 

副校長 小林一輝 

先日、仕事終わりで学校を出たところ、学校の前の横断歩道のガードレールの所に、３才ぐらいの一人の男

の子とお母さんがいました。男の子は、ガードレールの所に咲いている赤い花に興味をもったようで、何か言

いながら、ずっと花をいじっていました。そして、お母さんは、それをじっと見つめながら見守っているよう

でした。「早く帰るよ！」「何やっているの！」と言うわけでもなく・・・・。 

 そこから遡ること、２週間ほど前。私が３才の息子と一緒に散歩していたときのことです。息子が「お父さ

ん、みかん！」と道路に落ちていたみかんを見つけました。私が長年住んでいる場所であり、私自身、そんな

場所にみかんの木があるなんて知らなかったので、とてもびっくりしたのを思い出しました。 

 子どもの視点や子供の思考は大人と違うものであり、つい大人は、スタート（問題）からゴール（答え）ま

でを一直線（最短）で結びがちです。子ども一人一人の思考は、時間の進み方も違います。子どもたちなりに

今までの少ない経験を頭の中でフル活用して、右に行ったり左に行ったりして思考しているのだと思います。

大切なのは「その時に大人が待てるか」「答えのない答えを受け止められるか」なのではないでしょうか。 

 もしかしたら、花を見ていた男の子は、その時は何を言うでもないかもしれません。何か答えを見つけられ

るものではないかもしれません。でも、その時に見たもの、考えたものは、ずっと先の男の子の将来につなが

っていると私は思います。 

 忙しい毎日の学校ですが、もう一度、学びの原点に立ち返り、寒空の中、男の子をじっと待っていたお母さ

んのように、子どもの視点を大切にし、思考を待つことができる大人でありたいと思います。 

 コロナ禍の中、今後もいろいろとお願いすることが出てくると思いますが、子どもたちのために、地域の

方々、保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

生 活 目 標 ○学校をきれいにしましょう      保 健 目 標 ○教室の換気をしよう 

給 食 目 標 ○係や当番に協力しましょう      清 掃 目 標 ○すみずみまできれいにしましょう 


